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１．はじめに 

 日本全国の中でも瀬戸内海に面した県はため池が多

く、兵庫(約 45,000 箇所)、広島(21,000 箇所)に次いで

香川県(約 15,000 箇所)は、狭い県土面積の中にもかか

わらず全国で 3 番目にため池が多い 1)。瀬戸内式気候

で降水量が少なく、水不足の対策のために作られた県

内の大部分のため池は、水量が少なく長く滞留するこ

とに加えて、窒素やﾘﾝなどの栄養塩類を含む生活排水

や化学肥料の流入によってｱｵｺなどの植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝが大

量発生している。県内の代表的なため池 63 箇所のうち、

約 7 割で有機汚濁の指標である COD が農業用水の水

質基準を上回り、約半数が天然湖沼において日常生活

に不快感を感じる汚濁限度を超えている 2)。香川県の

膨大な数のため池が富栄養化し、対策が追いついてい

ないのが現状である。 

本研究は、香川県の代表的なため池の水質及び植生

について現状把握の調査を行った。同時に富栄養化の

進行したため池の水を用いて、栄養塩類吸収能力の高

い水生植物ｸﾚｿﾝ(Roripa nasturtium-aquaticum)を用いた

栄養塩類の浄化実験を行い、ため池の栄養塩除去の植

生として実証出来るかの検討を行った。 

２．実験方法 

２．１ 香川県内のため池調査方法 

ため池の調査は、2010年4月～2011年1月にかけて、

年 4 回 3 カ月毎に、香川県内の貯水量の異なる奥ノ池

(高松市東ﾊｾﾞ町)、長池(高松市林町)及び大池(高松市木

太町平塚)の 3 つのため池で行った。各ため池の表面積

及び貯水量は奥ノ池 0.8ha, 37,000 m
3、長池 4ha, 

80,000m
3、大池 10.8ha, 368,000m

3である。奥ノ池は山

間部、長池、大池は住宅地に属している。調査は現地

では植生の有無と調査期間における変化を確認し、水

質分析では、採水したｻﾝﾌﾟﾙについて、全ﾘﾝ(T-P), 全窒

素(T-N)などの分析を行った。 

２．２ ｸﾚｿﾝによる浄化実験 

ｸﾚｿﾝによる浄化実験は、校内の富栄養化の進行した

人工池の水を供試原水に用い、全容量 7L の水槽 2 つ

にそれぞれ 3Lずつ加えた。2 つの実験水槽のうち、片

方にはｸﾚｿﾝを 12 株(種子から発芽させ、背丈を 10cm

に調整)、水中に完全に沈まないようにﾈｯﾄを張った水

槽上部に植種した。浄化実験のﾓﾃﾞﾙを図-1 に示した。

実験水槽は雨風、直射日光の差し込まないﾍﾞﾗﾝﾀﾞに設

置し、実験期間は秋期 10 月 28 日から冬季 1 月 16 日の

80 日間である。10 日毎に各実験水槽の水ｻﾝﾌﾟﾙを採取

し、水温、T-N、T-P の水質分析を行った。蒸発・蒸散

による水位の低下については、10 日毎に双方の水深が

元に戻るまで蒸留水を加えた後にｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞを行った。 

 

図-1 クレソン浄化実験モデル 

３．実験結果及び考察 

３．１ 香川県内のため池調査結果 

 調査開始の 4 月において、奥ノ池の植生はﾖｼ等の抽

水植物、長池の植生はﾊｽやﾎﾃｲｱｵｲ等の浮遊植物であり、

大池では植生はなかった。図-2、図-3に各ため池のT-P、

月間降水量および T-N 濃度の経月変化を示した。長池

では 4 月から 7 月にかけてﾊｽやﾎﾃｲｱｵｲ等が水面を覆っ

ていたにも関わらず、T-P で 0.38mg/L 増加していた。

水生植物が繁茂していたにも関わらずこのように上昇

した原因としては、長池は住宅地にあり、生活排水の

流入によるﾘﾝの増加や 6 月の降雨の影響で水位が上昇

し、水流が発生したため底層に沈殿していた汚泥が巻

きあがったことなどが要因と推察された。 

 T-N については 4 月から 7 月にかけて植生がある奥

ノ池と長池は T-N の濃度変化量はそれぞれ、3.1mg/L、

1.7mg/L と高い値を示した。しかし、長池では 7 月か

ら 10 月の調査では逆に T-N が 4.8mg/L 増加していた。 
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 この間、長池にて繁茂していたﾊｽやﾎﾃｲｱｵｲ等の水生

植物は枯れており、水中に窒素が溶出したと考えられ

る。一方、奥ノ池では 7 月から 10 月の T-N の濃度変

化は 0.6mg/L 増加と長池に比べて小さかった。奥ノ池

においても水温低下等でﾖｼ等の水生植物が 10 月以降

には枯れ、既に水位が下がり、ため池の底面に枯死し

ていたため水中への溶出がなかったと考えられる。長

池では浮遊植物のため、植生が枯れると全ての栄養塩

が水中へと溶出するため、前述のように T-N が著しく

増加したと考えられ、ため池の植生の違いと立地に関

係していると考えられた。 

３．２ ｸﾚｿﾝによる浄化実験結果 

 ｸﾚｿﾝによる水質浄化実験結果を図-4 に示した。栄養

塩類の減少を全てｸﾚｿﾝによる吸収に起因すると考える

と、実験開始時から 80 日後における栄養塩類の除去率

は T-P 8%(0.11mg/L)、T-N 79%(4.9mg/L)であった。T-P

濃度では比較系である原水についても 0.36mg/L 減少

していたが、その要因として底層に栄養塩が固形化し

て沈殿したためと考えられた。同様に T-N についても

1.72mg/L 増加していたが、これはｻﾝﾌﾟﾙ水採取の際に

底層に溜まっていた植物ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ等の死骸が巻きあが

り、それを若干採取したため窒素分が検出されたと考

えられる。実験開始後 40 日以降はｸﾚｿﾝの枯死が確認さ

れ、窒素分を溶出したため、0.9mg/L 増加している。

枯死の原因として、ｸﾚｿﾝは生育温度の範囲が 8～20℃

であるが、実験開始日から 40 日以降は水温が 8℃を下

回る日が多くなり、枯れたと考えられた。冠野による

実験では、ｸﾚｿﾝの栄養塩類の平均除去率はT-Pで 19％、

T-N で 31％であった 3)。冠野の結果と比較すると、本

実験で用いた比較的富栄養化の進行したため池原水に

おいて、T-P の除去率は悪いが、T-N の除去率について

は 2 倍以上の高い除去率が得られた。 

４．おわりに 

 大池を湖沼の環境基準で定められた、第 V 類型の

T-N 1mg/L以下までの水質を7月期のT-N 2.7mg/Lから

減少させるためには、実験結果からの試算ではｸﾚｿﾝは

約 2 億株必要であり、この無数のｸﾚｿﾝはため池の生態

系に悪影響を及ぼす恐れがあり、植生による浄化の実

現は難しいと言える。しかし、人工鑑賞池などの小規

模なため池では富栄養化の進行した水でも窒素の除去

可能なこと、ため池の生態系に与える影響も少ないこ

とからｸﾚｿﾝによる栄養塩除去が期待できる。 

 図-2 調査ため池のT-P濃度および月間降水量 

 図-3 調査ため池のT-N濃度の経日変化 

 図-4 ｸﾚｿﾝ浄化実験における(a)T-P, 水温 

    および(b)T-Nの経日変化 
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